
【参考資料１】

基本理念 基本理念

全ての人が関心を持って、お互いに支え合い、いきいきと暮らせる地域社会の実現

【基本目標】 【基本方針】 【基本目標】 【基本方針】

つながり支え合い、その人らしく暮らせる地域共生社会の実現

（１）地域福祉に関心を持つきっかけづくり （１）支え合い、協力し合う福祉のこころづくり

１．支え合いの社会づくりに向けた市民意識
　　の醸成と担い手づくり

１．人づくり
　　～お互いに理解し合える意識の醸成～

（２）地域福祉の担い手の育成支援

～再犯の防止等に向けて～
（豊橋市再犯防止推進計画）

２．安全・安心に暮らせる地域づくり
２．地域づくり
　　～つながり、つながる場の整備～

（２）災害時の支援体制の充実 （２）活躍したい人が活躍できる場所づくり

（２）地域福祉活動への多様な主体の
     参加促進

（３）多様な主体の相互連携や協働の
　　 仕組みづくり

第５期豊橋市地域福祉計画骨子（案）＜第４期計画との比較表＞

（３）権利擁護体制の充実

～成年後見制度の利用促進に向けて～
（豊橋市成年後見制度利用促進計画）

（３）安全・安心に暮らせる環境づくり

（１）包括的な相談支援体制の充実
（１）属性・世代を問わずすべての人を
　　 受け入れる仕組みづくり

３．分野を越えて包括的に地域を支援する
　　仕組みづくり

３．仕組みづくり
　　～包括的な支援体制の整備・強化～

～包括的支援体制の整備に向けて～
（２）制度や分野の枠組みを越えて
     みんなで支える仕組みづくり

（３）地域住民による地域生活課題解決力の
     強化と体制整備

（２）地域福祉活動を推進するための
　　 担い手づくり

（１）誰もが暮らしやすい環境整備 （１）顔がつながる居場所や交流場所づくり

◆第4期計画からの変更点◆
 第４期計画を継承しつつ、国が提唱する「地域共

生社会」の実現を目指す基本理念とした。

 基本目標は、まずは「人」がいて、その人たちが集

まる「地域」があり、人や地域を生かす「仕組み」

があるというように、目指す姿をわかりやすく伝え

るために、あえて簡潔な表現とした。

 権利擁護に関しては、市民への意識啓発による

理解促進や制度の周知、安心して暮らせる地域

環境の整備、行政や地域との連携体制の構築な

どが必要と考え、一つの基本方針に集約化せず、

「人」、「地域」、「仕組み」のいずれにも関連するも

のとして整理した。

 再犯防止推進計画や成年後見制度利用促進計

画については、方針の一つに集約化することより

も、「人」、「地域」、「仕組み」のいずれにも関連が

あるものと捉え、全体的な施策の中で一体的に取

り組むものとして整理した。

◆第５期計画策定のポイント◆
 少子化・高齢化や世帯構成の縮小など地域コ

ミュニティのつながりの希薄化が進み、互助・共

助が弱まってきている一方、公助を手厚くしていく

ことも限界がある。そのため、今一度、現在の生

活環境や世帯構成、ライフスタイルなどにも応じ

た、新たな「地域のつながり」が必要になってきて

いる。

 地域共生社会の実現のため、引き続き、既存の

相談支援等の取り組みを生かしつつ、地域住民

の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包

括的な支援体制を構築するため、「相談支援」

「参加支援」「地域づくりに向けた支援」の３つの

支援を一体的に実施・強化していく必要がある。

→ そのため、重層的支援体制整備事業を令和

６年度より本格的に実施しており、第５期計画か

ら新たに重層的支援体制整備事業実施計画を

包含し、全体的な施策の中で一体的に取り組む

ものとして整理する。

 基本理念・基本目標・基本方針については、国が

示す計画策定ガイドラインや愛知県の定める地

域福祉支援計画、第４期計画の進捗状況、市民

意識調査等から見えたニーズを中心に検討し決

定する。

第５期豊橋市地域福祉計画 （令和８年度ー令和１２年度）第４期豊橋市地域福祉計画 （令和３年度－令和７年度）


